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章

(8)　港湾別貿易額ランキング（2011年）
（単位：億円）

順位 港湾名 総貿易額
輸出額 輸入額

1 (1) 名古屋  134,479  90,630  43,849 

2 (2) 京浜【東京】  128,487  47,096  81,391 

3 (3) 京浜【横浜】  107,839  70,066  37,773 

4 (4) 阪神【神戸】  80,802  53,668  27,135 

5 (5) 阪神【大阪】  73,290  30,086  43,204 

6 (6) 千葉  48,428  10,080  38,348 

7 (7) 京浜【川崎】  39,103  12,497  26,606 

8 (8) 四日市  28,366  9,838  18,528 

9 (9) 水島  26,597  10,239  16,357 

10 (10) 博多  23,144  14,836  8,308 

11 (15) 阪神【堺】  22,408  4,974  17,433 

12 (11) 清水  22,369  15,061  7,308 

13 (14) 大分　※１  22,290  7,194  15,096 

14 (13) 関門【門司・戸畑】  20,662  10,367  10,295 

15 (12) 三河  16,463  11,829  4,634 

16 (19) 木更津  13,887  2,781  11,106 

17 (16) 鹿島  13,761  2,939  10,822 

18 (17) 鹿児島　※２  13,311  35  13,276 

19 (20) 徳山下松  11,262  4,066  7,195 

20 (18) 広島  11,168  8,802  2,366 

21 (21) 和歌山下津  11,105  4,951  6,154 

22 (22) 福山  10,015  4,817  5,198 

23 (29) 苫小牧  8,198  1,257  6,941 

24 (23) 関門【下関】  7,974  5,569  2,405 

25 (30) 今治  7,779  3,255  4,525 

26 (27) 東播磨  7,772  4,850  2,921 

27 (35) 新潟  7,577  1,143  6,434 

28 (32) 室蘭  7,175  1,456  5,719 

29 (26) 苅田  6,885  6,631  254 

30 (33) 姫路  6,724  2,231  4,493 

出典：財務省「貿易統計（2011年)」より国土交通省港湾局計画課作成

　　　（　）内は2010年の順位
（注）港湾名は関税法施行令に定める開港・税関空港名である。【 】内は税関官署名であ
る。

※１大分は大分、中津、佐賀関を合計した値である。
※２鹿児島は鹿児島、喜入を合計した値である。
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